




 【要約】大阪府立母子保健総合医療セシターでは、NICU 退院児に対して、従来から就学

まで発達外来を行うと共に、センター保健婦の関与により、地域と連携しながらのフォロ

ーアップを、実施してきた。今回このシステムに加えて、最も育児不安の大きい、退院後

から約 1年間、親子のグループを構成し、親の育児不安の軽減による、より良い母子関係

の確立、児への発達援助を目的に介入を行なった。その方法と効果、問題点について考察

を加えた。対象が、超及び極低出生体重児で在宅酸素使用中の児を含め、ハイリスク児で

あること、介入の開始が、退院後約 1か月からと早期であること、スタッフが多職種から

構成されたことなどが特色である。


